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ご挨拶
同窓会会長　新井巌

　昨年12月4日午前
10時より、母校番町
小学校におきまし
て、創立140周年記
念式典が滞りなく挙
行されました。これ
も同窓生の皆様のご
協力の賜と厚く御礼
申し上げます。

　思えば、平成３年に創立120周年の記念式典で
皇太子殿下をお迎えしてから、再び殿下のご台臨
を仰いだこの日に至るまでの20年間、番町小学校
にとっても、同窓会にとってもさまざまな試練が
あったことは、すでに皆様もご存知であろうかと
存じます。
　しかし、ここに80周年から10年の節目の創立周
年式典に天皇陛下ないし皇太子殿下のご臨席を仰
ぐという栄えある行事が復活したことは、この20
年間の労苦と努力が報われた感がいたします。
　まさに私たちが歌い継いできた番町小学校の校
歌の一節♪堪えて忍びてくず折れず、静かに春を
待ちてこそ、世に香しき花も咲け…が実現された
日でもありました。

　これは単に番町小学校一校の歴史というだけで
なく、明治初年からの日本の初等公教育の原点と
しての伝統を、140年の歳月の中に込められたと
いう点で大きな意味があるように思われます。さ
らに10年後の150年、そして200年へと繋ぐべく、
とくに若い世代の方々の力で盛り上げていただき
たいと存じます。
　創立140周年のこの日を迎えるにあたり、有馬
守一校長先生をはじめ歴代の校長先生のご努力と
教職員の皆様、愛育会などの保護者の皆様、同窓
会の皆様、学区内の地域の皆様、さらには千代田
区の教育関係者の皆様の温かいご支援とご理解の
賜であったことに改めて感謝する次第です。

東日本大震災により被害を受けた方々に心よりお見舞い申し上げます。被災地の一日も早い復興を祈念致しております。



題　　　　字：在校生保護者　高井傳里 筆

皇太子殿下のお言葉
　番町小学校の創立140周年を、創立120周年記念式典に出席して以来20年ぶりに、皆さんと共にお
祝いできることを誠に喜ばしく思います。
　この番町小学校が開校式を行ったのは、日本の近代教育の始まりである学制公布の前の年、明治
4年の今日でした。そして、どんな地域にも等しく教育を行き渡らせるという学制の精神を、全国
に先駆けて実践した学校の一つが、この番町小学校でした。それから140年、日本の小学校教育は
大きく発展し、国民の人間形成に欠かせない役割を担うようになりました。
　番町小学校が、そうした教育発展の先達の一つとして、この140年間に果たしてきた役割には誠
に大きなものがあると思います。この間、幾多の困難を乗り越え、良き伝統を築き上げてこられた
多くの方々の多大な努力に対し、心から敬意を表します。
　本日は、この式典の後、明治から現在に至るこの地域の歴史を調べたり、この地域の未来を想像
したりして作った児童の皆さんの作品を見ることを楽しみにしております。今この学校に学ぶ児童
の皆さんは、創立140周年の節目に学んでいることをきっかけとして、是非歴史を学び、多くの人々
の熱意と取組がこの学校を支えてきたことを思い、またそうした歴史の下、この地域の未来に一人
一人が思いをはせていただきたいと思います。
　特に今年は、東日本大震災が発生した年であり、この番町小学校にも、東日本大震災の被災地か
ら避難してきた皆さんも友達として加わったと伺っております。児童の皆さんは、こうした新しい
仲間たちと共に、お互いに思いやる心を持って、明るい未来を築くよう、また、共に学び、進んで
いかれるよう願っています。
　終わりに、社会が著しく変化する今日、人間形成の基盤としての初等教育への期待はますます大
きくなっています。これからの小学校教育の発展と充実のために、関係者の皆さんが力を合わせ、
努力されていくことを期待し、お祝いの言葉といたします。



皇太子殿下 御奉迎次第

9 ：50　　番町小学校御着
9 ：55　　園児・児童・保護者御奉迎（校庭）
10：00　　式典ご臨席

記念式典 式次第

開式のことば
国歌斉唱
千代田区歌斉唱
校長式辞
挨拶　　　千代田区長
皇太子殿下のおことば
祝辞
　　　　　文部科学大臣
　　　　　東京都知事
児童のことば（呼びかけ、合唱　４・５・６年）
校歌斉唱
閉式のことば

10：38　　式典ご退場
10：48　　学校概要御説明（校長室）
10：53　　校内御巡覧
　　　　　　　記念資料室
　　　　　　　展示室（児童作品）
11：23　　ＢＪＢ演奏御高覧（校庭）
11：30　　番町小学校御発



記念行事・記念事業
・記念式典（平成23年12月4日挙行）
・記念式典終了後愛育会・地域関係他慰労会
・記念資料展、児童作品展
・記念誌（ＤＶＤ付）上梓
・資料室整備
・資料の体系的アーカイブ化準備
・創立120周年記念 自然観察舎「昆虫園」
　の解体、跡地整備（ビオトープ造成）
・「校歌」、「記念日の歌」楽譜作成
・記念品作成
・記念式典の校内テレビ中継

記念資料室・展示室の展示にあたって

　「記念資料室」の資料展では、番町小学校
の歴史をたどると同時に、小学校と『地域と
のかかわり』を考えました。120周年までの
資料を整理し、足りない部分や平成に入って
からの事柄を補足しました。また、見学にき
た子どもたちにわかりやすいよう、解説は平
易なことばを選んでいます。
　このたびの展示は、地域の皆様、旧職員、
同窓生のご協力を得て、内容を充実すること
ができました。番町小学校に寄せる皆様の熱
い思いに感動致しますとともに、これからも
ご協力を仰ぎながら、150周年に向けて展示
を充実していく計画を立てております。今後
ともよろしくお願い致します。
　資料展と同時に、この地域の過去・現在・
未来に思いをはせた子どもたちの作品を、「展
示室」に展示しました。平成生まれの子ども
たちの豊かな発想は、皆様方の小学生時代と
比べ、どのような違いがあるでしょうか。未
来を志向する番町の子どもたちの創意工夫
を、ぜひご覧下さい。

ビオトープ造成 （児童の作品展は、現在は終了しています）

式典中継

記念資料室・児童作品展示室



記念式典に出席して
昭和11年度卒　古澤正文

　私が6年生の時に創立65周年記念式典があり、
その後学芸会がありました。当時の国語の教科書
にあった「青の洞門」という物語を学年全員で劇
としてやりましたが、これが思い出の中心となっ
ております。
　あれから75年を経て、140周年記念式典に皇太
子殿下をお迎えして盛大に和やかに行われました
ことは、母校の素晴らしい発展として大きな感動
でございます。
　この日在校された生徒の皆様にとってこの式典
は輝く一日となって、梅の校章と共に生涯の心の
糧となることだろうと思います。
　記念式典の中では、在校生の一人一人が順番に
番町小学校140年の歩みを大きな声で奏上されま
したのは、素晴らしい行事でありましたし、同窓
生にとりましては感涙をもよおすことでありまし
た。どうもありがとうございました。

感動の式典で想うこと
昭和15年度卒　杉浦友子

　一人一人の児童のことばを、皇太子殿下は慈愛
の眼ざしで聞かれ深く心に残りました。
　♪明治4年のこの月この日…「創立記念日の
歌」は、私の父の同級生　多忠亮（おおのただす

け）さん作の名曲。雅楽の家柄に生まれた天才と
聞いていました。式典当日、校歌と共にこの歌を
堂々と歌える日が来た幸せを、しみじみ味わいま
した。
　十数年前のこと、『千代田区女性史』編集の記
述に、「番町小学校は明治6年に開校」と見た時の
私の驚き。学校沿革史を頂いて、厳重に抗議しま
した。古い文献が読み取れない間違いなのに、相
手も中々強硬。母校の誇りのため、必死でやっと
改訂させたことがありました。
　卒業して70年。長い人生の中で思ったこと。地
方や外国で出逢った同窓生と世代を超えて歌える
力が、校歌と「記念日の歌」にあるのです。

記念式典に想う
昭和16年度卒（校庭開放委員会委員長）　瀬谷祐一

　私は、大東亜戦争開戦の翌年の昭和17年に、宮
内与三郎校長のもと番町（小）を卒業し、爾来戦
後を通じ、幸いにも番町の通学地域に住み続けて
参りました。殊に過去10年間は、千代田区の人口
減による小学校の公適配といった区の行政施行に
よる変化（永田町小学校の廃校他）に対応のた
め、数代の各校長はじめ関係各位と共に生みの苦
悩を味わいました。
　12月4日の創立記念日は、皇太子殿下をお迎え
するにふさわしい快晴に恵まれました。
　講堂での殿下は、児童の一人一人が番町の歴史

記念式典に出席して



の「呼びかけ」を連ねた際に、それぞれに顔を向
けられ、やさしい眼差しを送られました。私は皇
室を象徴する殿下の風格・物腰を身近にでき、エ
ルガーの威風堂々を感じました。

復活！『記念日の歌』
昭和19年度卒（同窓会前会長）　黒川浩

　20年前の120周年記念式典で、鳩山邦夫文相が
「輝く伝統はいつまでも！」と力強く挨拶した。
それが一週間後、公適配（公共施設適正配置案）
なるものを千代田区が発表。昭和21年以来の廃校
騒動である。
　同窓会や地元は「三種の神器（校名・校章・校
歌）を守ろう」と、番町存続を訴え続けた。
　時移り140周年の12月4日は、“天佑” と言った
人もいる位の素晴らしい天気だった。
　特筆すべきは♪明治4年のこの月この日、この
学校はたちぬ…という「記念日の歌」が復活した
ことである。子供たちが殿下をお見送りする校庭
で歌った。学校行事から抹殺されてきた歌を聞
き、長くて苦しかった20年間を思い出し、歓喜、
大感激した。

近田廣司先生
昭和21年度卒　重井徳子

　記念式典と記念総会で一番嬉しく思いましたの
は、近田廣司先生のご出席でした。
　先生は昭和13年から19年まで（番町に）いらっ

しゃった後、今上
陛下が5年生の学
習 院 初 等 科 に 移
り、皇太子殿下、
秋篠宮殿下ほかを
教え、科長（校長のこと）を勤めて昭和58年3月
まで奉職されました。
　93歳11 ヶ月のお年なのに、真っ直伸びた姿勢
と変わらぬやさしい笑顔、先生を囲む教え子達よ
り若々しくお見うけしました。
　記念総会では、先生最初の教え子である昭和17
年度の故 市原正士さん（元同窓会長）の長男 俊
一さん（昭和49年度、現副会長）の閉会挨拶を、
嬉しそうにご覧になっていらっしゃいました。近
田先生、いつまでもお元気で──。

創立140周年記念式典
昭和26年度卒（麹町消防団団長）　池田清

　平成23年12月4日、少し寒かったが空は雲一つ
ない快晴である。前日の悪天候を思うと、奇跡と
いうか幸運と言うか、素晴らしい一日になった。
　60年前、小生は6年生。焼けただれた校舎に昭
和天皇をおむかえした80周年の式典を思い出す。
校舎の配置は変ったが、講堂は同じ所。壁をペン
キで塗り穴のあいた廊下を直し、前日は薄暗くな
るまで学校にいた。
　麹町に生まれ育って72年。もう先は短い番町小
の卒業生であるということで素晴らしい式に参列
でき、感激である。国歌斉唱、皇太子殿下のおこ
とば、有馬校長先生の式辞、みな良かった。何に
より児童の呼かけは素晴らしく最高潮!!番町児童
に万才。
　小生も忘れていない「われらがかざせる」を思
い切り歌ったいい式典だった!!最後は校庭で「上
を向いて歩こう」をみんなで歌って、皇太子殿下
を見送ることができた。幹事の皆さんのご苦労に
感謝。



創立140周年記念式典に出席して
昭和33年度卒　坪内文生

　思えば4〜5年前でしょうか、理事会で豊島事務
局長が、140周年記念式典を実現したいと熱く
語っていました。公適配の混乱から130周年記念
式典が開催されず、公適配問題に取り組んできた
方々の無念の思いがバネになって、140周年記念
事業の実現につながったと思っています。関係者
の皆様の粘り強い努力に頭が下がります。協賛会
が組織され、区・学校と同窓会と町会の連携も見
事でした。
　式典は素晴らしいものでした。皇太子さまから
は20年ぶりに参列したと前回のご臨席を念頭にお
かれたお話があり、関係者の努力はこの一言で報
われたのではないでしょうか。　
　140年と20年の二つの時間、歴史を実感しまし
た。また、生徒たちのきびきびとしたパフォーマ
ンスは、彼らに番町小学校の未来を託せると確信
できるものでした。
　10年に一度の参列の機会に恵まれて、心が豊か
になった一日でした。

50年の時空を超えて
昭和37年度卒　長岐雅晴

　50年前の90周年の時、5年生でした。そんなこ
とを思い出しながら、式典会場に入りました。
　講堂に入って、児童の数に？　4〜6年生でこれ
だけ？　あの頃は1クラス60人5クラスで、1学年
300人近かったので、その差の大きさに、先ずは

ビックリ。越境希望者はいくらでもいるだろうに
…。
　周りを見回すと、耐震補強の跡が歴然。50年前
竣工した講堂がまだ使われていることに感激！　
150周年、200周年迄も使い続けてもらいたいもの
です。何といっても、当時の保護者や地元の皆さ
んの寄附でできたものなのだから。
　90周年の時も皇太子殿下がいらっしゃいまし
た。そして、美智子妃殿下も。当時の噂では、な
るチャン（現皇太子殿下）の入学先の下見を兼ね
ていたとかいないとか。もし実現していたら…
　校歌、「記念日の歌」、いつ聴いても、歌っても
いいですね。そして千代田区歌。2番の歌詞にあ
るテレビ塔が無くなって久しいですね。日テレも
一部しか残ってないし…
　こんなことばかり考えていた訳ではありません
よ。来賓の挨拶、ちゃんと聴いてましたよ。児童
のことばでは、目頭が熱くなってしまいました。
多分、別稿で詳しい報告があるでしょう。

創立140周年記念式典に出席して
昭和37年度卒　川口正廣

　地元に生まれ育った私・祖父・父・叔父・叔
母・姉達・従兄弟そして子供3人…卒業生です。
　懐かしい校門をくぐり、厳かな中式典が始まり
ました。それぞれのご挨拶の後、緊張した面持ち
の児童達の呼びかけ・合唱で番町小学校の歴史・
校歌のすべてを語ってくれて、とても感動しまし



た。私も卒業生の一人として、本当によかったと
思った一日でした。
　益々のご飛躍と発展を祈念いたします。
　おめでとうございました。

創立140周年記念式典に想う
昭和41年度卒　虎岡寛道

　私達が1年生の時、当時の皇太子・同妃両殿下
のご臨席を賜り90周年記念式典が行われたが、今
回皇太子殿下をお迎えして、盛大に140周年記念
式典が挙行されたことは、番町小学校の伝統とパ
ワーなのだと思う。
　感想を書けとのことだが、まず皇太子殿下のお
言葉について。私は会計検査院に勤務している
が、20年以上前に院長秘書官を3年半経験した。
昭和天皇崩御の直後で皇室行事も多く、殿下のお
言葉は何度か伺った。穏やかな口調で周囲を暖か
く包み込む話し方は今回も同様だが、特に福島か
ら避難されている子供達に対するお気遣いが大変
嬉しく心に染みた。他にも、140年の歴史を振り
返る児童達の呼びかけは、端的に歴史の特徴点を
情感深く語っていて、まとめ方の巧みさはさすが
は番町の児童と感心させられた。　

創立140周年記念式典に出席して
昭和42年度卒（青少年委員）　石井利之

　記念式典の開会時間が近付くと、会場の外から
拍手がどっと湧き上がってきた。
　50年前のこの月この日、当時の皇太子殿下・同

妃殿下が創立90周年記念式典にお出でになられ
た。その日、私たち番町幼稚園園児は、校舎の前
で日の丸を振りお迎えをした。皇太子殿下が慈愛
に満ちた笑顔で、大変にこやかに会釈をされなが
ら通り過ぎて行かれた光景が、走馬燈のように頭
をよぎった。
　有馬校長先生の先導で、皇太子殿下が入場さ
れ、割れんばかりの拍手が講堂に鳴り響く。これ
ほど強く手を叩たいたのは久しぶりだ。満面の笑
みを浮かべて入場されるお姿を目の当たりに拝見
して、50年前とは、また違った感銘と感謝の気持
ちで一杯である。
　番町小学校の歴史と伝統と共に、こうした栄え
ある行事が、番町小同窓生の誇りとして心に刻ま
れていくのだと強く感じている。

番町アーカイブスをめざして
昭和44年度卒　西岡芳文

　創立記念事業の発起人に名を連ねたことから、
記念資料室の整備という大役が回ってきました。
式典直前の2週間というドタバタでしたが、120周
年の時の遺産を生かして、協賛会事業部の津田さ
んと共に何とか間に合わせました。



　いざ現場に立ってみると、最近20年間の学校の
歴史を伝える資料が、思いの外少ないことが分か
りました。愛育会の資料や、学校行事の記録も体
系的に保存されておらず、ちょっと物足りない展
示になってしまいました。
　これからは、学校と同窓会・愛育会が連携し
て、児童たちの写真・記念品などを古い資料の収
集と合わせて、記念資料室に体系的に保存してい
くシステムが必要だと痛感しています。 

「記念日の歌」と「Happy Birthday To You」
昭和44年度卒　西岡眞理子

　今回小5在学の娘がBJBとして演奏し、主人や
高2の息子、同窓生一家として140周年を祝えたこ
とを大変嬉しく思います。
　創立120周年式典以来20年間封印されていた

「記念日の歌」を、愛育会コーラス部フラウエン
コール（団歴30数年で今期閉団）のリーダーとし
て、昨年11月12日の学芸会で歌いました。
　この歌は大正9年（90年前）の創立60周年式典
用に作られたようです。卒業生で作曲者の多忠亮

（おおのただすけ）氏は、宮内庁樂部の雅楽奏
者、バイオリニストまたは流行歌の作曲家でもあ
り、竹久夢二作詞の「宵待草」は特に有名です。
　（作られた）当時、「Happy Birthday To You」
が世界中に流行したようです。この曲は、作曲者
不詳の「Good Morning To All」（1893年）が原

曲ですが、久々に歌い、「記念日の歌」に「Happy 
Birthday To You」が見事に隠れていることに気
づきました。「思えば遠き昔よな」の旋律。これ
は、番町小学校の歴史上新発見と思います。（笑）
　また12月4日ということもあるせいか、クリス
マスキャロルを感じるやさしい旋律でもあり、あ
らためて普遍的なよい曲だと思いました。作曲者
は番町小学校の卒業生らしい、都会的で洒脱な方
とお見受けしました。
　「記念日の歌」は、まさしく番町小学校のバー
スデイソングなのですね。

�
番町ジュニアバンド（BJB）

創立140周年記念式典に出席して
昭和46年度卒（青少年委員）　津田真知子

　私は、同窓生や愛育会の方達と共に式典会場の
準備や資料室の整備をするため、式典前の二週間
はほぼ毎日学校に出向いておりました。その折、
6年生を中心とした番町小学校の全児童と先生方
が、一生懸命に式典の練習をしている様子を見ま
した。記念式典がたくさんの方に感動を与えたの
は、先生方の熱心なご指導と児童の皆さんの心が
ひとつになってがんばった成果の賜だと思います。



　東日本大震災のあった年に、番町小学校に転入
してきた避難児童のみなさんと一緒に140周年を
迎えたことは、貴重な歴史を刻むことになりまし
た。
　こども達の未来が明るいことを祈念しながら、
お祝いしたいと思います。

「呼びかけ」と「斉唱」
昭和47年度卒　荒井宏

　ご案内を頂戴してから心待ちにしていた記念式
典への出席は、最上級生として迎えた「100周
年」、学生として同窓会をお手伝いさせていただ
いた「110周年」以来光栄にも3回目で、当日の良
い天気に晴れやかな気持ちが一層高まりました。
　厳かな式典の中で終盤の「児童のことば」に
は、「100周年」における自らの「呼びかけ」の記
憶とも重なり、ハンカチで涙を拭うこととなりま
した。
　在校時に、連合音楽会に向けてオペラ「ロバと
山びこ」をご指導いただいた岩上先生に同期一同
でご挨拶でき、また式典・午後の記念総会で「校
歌」・「記念日の歌」を声高らかに斉唱して、感
動・感慨・感謝・乾杯の一日を過ごさせていただ
きました。

創立140周年記念式典に参列して
昭和49年度卒　木村直子

　小学校の講堂に足を踏み入れたのは、卒業式以
来でした。
　私が4年生の時に、番町小学校は創立100周年を
迎え、昭和天皇、香淳皇后両陛下をお迎えして記
念式典を行いました。当時、4年生の私は、講堂
での式典には参列が叶いませんでしたが、校庭で
全校ページェントをお見せ致しました。
　今回、皇太子殿下をお迎えしての式典に来賓と
して参列させて頂き、“われらがかざせる” の校
歌や千代田区歌を歌い、懐かしい小学生時代の記
憶が蘇ってまいりました。参列していた児童も

“番町の子” らしく立派な態度でした。
　素晴らしい一日を過ごさせていただいたことに
感謝すると共に、これからも輝かしい歴史を積み
重ねることに卒業生として関わって参りたいと思
います。

創立140周年記念式典に出席して
昭和52年度卒　樋口大輔

　昭和天皇・香淳皇后両陛下をお迎えして行われ
た創立100周年記念式典の時に、番町小学校の児
童の一人として参加していたのが、昨日の事のよ
うに想いだされる反面、あれから40年経っている
のかと愕然とするとともに恐怖をもおぼえた。
　式典には、番町小学校で教鞭をとられた先生方
や町会の役員の方々が参列されており、講堂の大
きさを考えると、私のような者が参列できたのは
奇跡で、光栄の極みだと感じた。
　残念だったのは、石原都知事が本人ではなく代
理による挨拶だったことと、「記念日の歌」が歌
えなかったことだろうか。
　後で、校長先生から「番町の子は本番に強い」
とのお話があったが、入退場や司会の副校長先生
の「起立・礼・着席」の声に合わせて椅子のガタ
つく音一つさせずに一糸乱れぬ姿には、さすが番
町小学校と感動した。

創立140周年記念式典に出席して
昭和54年度卒　田口敬子

　姉が創立100周年の年に入学して昭和天皇・香



淳皇后両陛下を、妹は110周年の記念式典に当時
の皇太子・同妃両殿下のご臨席を賜り、卒業しま
した。さて私は…というとちょうどその間。なん
だかソンした気分でした。それが今回、息子が5
年生で140周年を迎える事になり、同窓生そして
保護者として式典に参列させて頂き、とても嬉し
く思います。
　式典で皇太子殿下を前にしての子供達の呼びか
けは、まるで私が通っていた頃の番町に戻ったよ
うで、とても懐かしく感動しました。
　また、当時の小塚校長先生の変わらぬ笑顔にお
目に掛かる事ができ、ニューオータニでは岩上先
生の指揮で「記念日の歌」や、校歌を歌いまし
た。やはり岩上先生の指揮は、気持ちがピンと引
き締まります。
　今回、改めてこの学校で学べた事、一生の友に
巡り逢えた事に感謝し、子供達にも番町小学校を
誇りに思い、自信を持って成長して欲しいと思い
ました。
　天国の丸山信男先生もきっと「敬子良かった
な」と、一緒に祝って下さっていることと思いま
す。

創立140周年記念式典に参列して
昭和57年度卒（前愛育会会長）　田久保善彦

　私が愛育会の会長をさせていただく一年前か
ら、先生方、同窓会の皆様などが少しずつ準備を
重ね、実現された創立140周年記念式典。30年
前、児童として110周年記念式典に参加、今回は
保護者として参加させて頂いたことを心から感謝
しております。
　当日は天気にも恵まれ、12月とは思えない暖か
い日となりました。会場内では少し緊張した雰囲
気が漂う中、子供達は集中し、姿勢を乱すことな
く皇太子殿下をはじめとする来賓の皆様のお話を
聞き入り、「児童の言葉」をしっかりとつなぎ、
合唱を歌いきりました。練習の成果が十二分に発
揮されていました。このまたとないすばらしい機

会に、こども達は様々なことを感じ、大きく成長
したことと思います。
　150周年、160周年に向け、番町小学校が更に発
展していくことを心より願っております。

創立140周年記念式典に参列して
昭和63年度卒　米澤龍太郎

　卒業して23年ぶりに入った講堂。恩師にも再会
することができ、沢山の懐かしい思い出を振り返
ることができました。
　140年という歴史を、児童達が大きな声で元気
に呼びかけ合って行われた「児童のことば」は、
まさに番町小学校の大切な宝と感じ入りました。
　皇太子殿下のおことばにもございましたが、社
会が著しく変化する今日、人間形成の基盤として
の初等教育への期待はますます大きくなっている
と思います。先人達が幾多の困難を乗り越えて築
き上げてこられた良き伝統を見失わずに、少子化
が加速するこれからの時代においても様々な難局
を乗り切って、「われらがかざせる」希望の梅に
していただければ、卒業生の一人として大変嬉し
く思います。
　最後に、このような素晴らしい式典に参列させ
て頂き深く感謝申し上げます。



番町小学校 創立140周年記念総会

日時：平成23年12月4日（日）
　　　午後2時〜午後4時30分
場所：ホテルニューオータニ東京「鶴の間」

☆プログラム☆

司会： 中野亜希子 （在校生保護者）

１．開会のことば
２．創立140周年記念事業報告
　　　　１）記念事業協賛会会長あいさつ
　　　　２）学校長あいさつ
　　　　３）記念式典報告
　　　　４）記念事業報告
３．同窓会会長あいさつ
４．番町会代表あいさつ
５．同窓会執行部改選について
６．「記念日の歌」斉唱
７．乾杯
８．歓談
　　（途中で番町小学校出身のお笑いコンビ “くれない組” が出演）
９．番町幼稚園園歌、番町小学校校歌、「記念日の歌」斉唱
10．閉会のことば

	 新井同窓会会長あいさつ	 会場受付	 グッズ販売



同窓会グッズ通信販売
　今年度製作致しました同窓会グッズ、その他を販売致します。
＊グッズ
　◎　ハンドタオル（校章入　白　限定450枚　エンジ 限定250枚）
　　白・エンジともに　1枚800円　　2枚　1,600円　　
　　　（送料　1枚〜4枚まで350円　5枚以上　500円）
　◎　クリアファイル（限定 350枚）　1枚　200円　2枚400円
　　　（送料200円）
＊その他
　◎　創立110周年、120周年記念誌（各限定30冊）　各1冊500円
　◎　創立130周年記念誌「あゆみ」（校歌等録音ＣＤ付き）（限定30冊）　1冊1,000円
　　　（送料　1冊350円　2冊以上500円）�
　◎　創立135周年記念キーホルダー（限定30個）　1個1,000円
　　　（送料　1個350円　2個以上500円）
※　購入をご希望の方は、同封の振替用紙に必要事項をご記入の上、送料を足した金額をお払い込み下さい。
※　ご不明の点は事務局（080-3012-1001）までご連絡下さい。

草刈協賛会会長あいさつ 指揮をする橋本先生

指揮をする岩上先生

記念事業報告をする西岡協賛会副会長

記念式典の報告をする岩瀬協賛会副会長 閉会のことば　市川副会長

会場を楽しませてくれたくれない組
（左が卒業生のくれないじゅんこさん）



「たつみ会」の開催について
昭和15年度卒　小澤利男

　番町小学校創立140周年を記念して、私たち昭
和16年3月卒業生は、去る2011年10月29日、アル
カディア市ヶ谷の「いちがや」で同窓会を開催し
ました。男15名、女9名　計24名が集まりました。
　私たちは1941年（先の大戦が始まった年）に卒
業したので、卒業後丁度70年にあたります。それ
は番町小学校140年の後半を生きてきたことにな
ります。
　全員が辰年か巳年なので、同窓会は「たつみ
会」と命名されました。たつみ会は一昨年、すで
に80歳という高齢のため一度、解散しましたが、
番町創立140周年を記念して再度集まり、昔話に
華が咲きました。82歳と83歳の同窓会ですが、車
椅子で出席するものもあり、身体機能は衰えても
皆、意気軒昂でした。創立150周年まで生きる
と、90歳を超えます。「我らがかざせるこの梅
の」の記念すべき年まで生きたいが、一寸無理で
しょうかね。
写真：桜組　庵原照太郎

卒業後初めてのクラス会
昭和35年度卒　小西寛直

　6年5組同窓会を、平成23年10月29日（土）、一
番町のレストラン “る・ぴあの” にて開催いたし
ました。私たちのクラスは60名でしたが、27人が

集まりました。　
　卒業以降、正式なクラス会は初めてでしたので、
大変盛り上がりました。久しぶりの集まりでした
がすぐにそれぞれの名前が分かり、小学校の当時
に戻り、話が弾んでおりました。大変楽しい集ま
りとなり、毎年開催ということとなりました。
　60名の内、消息がわかりましたのは33名です。
残りの方の消息を少しでも明らかになれば、と考
えております。また、2名が亡くなっておりました。

十数年ぶりのクラス会
昭和37年度卒　橋本政昭

　母校の140周年記念同窓会に先立ち、11月27日 
私達6年1組のクラス会を四谷「イルドパスイオ
ン」で開催いたしました。
　十数年振りに再会した19名。還暦もすぎ、頭に
白いものが混ったり薄くなったりと一瞬ハテ…と
呼びかけをためらった顔にも、会が進むにつれ往
時の幼な顔が思い起され、アッという間に五十年
前の話題に花が咲き、談笑は尽きませんでした。
　番町小学校で培われた絆を改めて確かめ合い、
これからの互いの健闘を誓い合いながらまたの再
会を約束し、散会しました。
幹事：河方則裕　金谷由美子（中田）　橋本政昭

しもゆき会
事務局　鈴木健之

　昭和45年度卒6年4組クラス会「しもゆき会」
は、恩師山本義重先生が “心のかけはし” として
昭和49年8月20日に発行し、送付された手書きの
小冊子『しもゆき』に由来します。校歌の歌詞の
中にも出てきますね。
　昭和53年に第1回を開催してから、今回で32回
を重ねる「しもゆき会」は、毎回来ていただいた

同期会・クラス会だより



先 生 が 平 成20年4月9日 に 他 界 後 も、6年4組 の
“絆” として毎回行っています。当時（昭和40年
〜45年）の全国のモデル校でもあった番町小に学
んだ児童としての誇りと、寄留までして越境通学
に尽力した親への感謝を誰一人として忘れていま
せん。そして、あの頃の思い出話に毎回、花が咲
くのです。
　なお、昭和45年度卒（第98回卒）学年全体の同
窓会としての活動も行っています。

『藤岡貞雄元同窓会会長を偲ぶ』
昭和14年度理事　三浦清

　平成23年11月4日は元同窓会長 藤岡貞雄氏の7回忌で、私たち番町OB
会のメンバーは藤岡家とは旧知の津田真知子さん（昭和46年度）を誘
い、過日、新橋の新橋亭に藤岡未亡人をお招きして偲ぶ会を催した。
　藤岡氏の名前はよくご存知と思うが、若い同窓生のために簡単にご紹
介すると、彼は六番町で育ち、昭和17年度の卒業生です。戦後、学生主
体の同窓会幹事として活躍し、社会に出た後も愛育会の会長を2回、更
に昭和62年から平成13年迄同窓会長として創立120，130周年の同窓会総
会を主催しました。番町を愛し、人生の大半を同窓会の発展に尽くした
方です。
　番町OB会って何？…（戦後、学生主体だった同窓会の）幹事会の後、
藤岡家によく集まっていた人達も社会人となり忙しく、個々の交流はありましたが、まとまった集
まりはありませんでした。そこで彼を中心に、“縦の繋がりが弱い同窓会” を少しでも強くしようと
当時の幹事に呼びかけて、昭和53年12月に平河町のレストランで会合を持ったのが番町OB会です。
毎年12月の第1週に開催し、以来1回も休む事無く続いています。
　『偲ぶ会』は遺影を飾り、黙祷、献杯の後、早速戦後の廃校反対デモや高尾山遠足の手伝い、鎌
倉臨海学校の助手を務めた等の話から始まり、次々と思い出、逸話、趣味等、留まることを知らず
延々と4時間も語り合いました。
　彼が生前、「同窓会の組織化」と「財政基盤の確立」を表明しながら公共施設適正配置案による
長期の混乱から実行出来なかった件と、皇室の10年毎の番町ご訪問が中断（130周年）された件も、

新執行部の努力により進展し、又皇室のご訪問も復活され、
140周年記念行事と総会の準備も立派に整い、夢が実った事
を遺影に報告しました。彼も天国で得意なタップを踏んで喜
んでいるに違いない。『合掌』

◎　平成23年度　同窓会 U-20
　（平成15年度〜平成23年度卒業予定の 6 年生）
　　　日時：平成24年 3 月25日（日）14：00〜
　　　場所：番町小学校講堂　（予定）

創立120周年記念同窓会で挨拶をする
故藤岡元会長

偲ぶ会にて（左、筆者）



平成24年 2 月10日
会員各位

番町小学校同窓会
会長　　新井　巌

理事選挙の公示
同窓会会則第8条に基づき、理事の改選を下記の通り実施致します。
立候補する方、会員を推薦される方は下記をよくお読み頂いて必要事項を記入・捺印し、封書にてご送付下さい。
なお、会則に規定はございませんが、公正を期すため選挙管理委員会を設置致します。

記
１．同窓会員であれば、立候補及び推薦することが可能です。
２．改選対象の理事：会長1、副会長5、事務局長1、経理2、庶務（委員会人数を含む）10名程度
３．理事の任期：平成24年4月の理事会・学年幹事会から平成29年の理事会・学年幹事会まで
４．推薦書の送付期間：平成24年2月15日（水）〜2月29日（水）（必着）
５．必要事項（書式自由）
　1）．立候補する役職名　2）．氏名　3）．卒業年度　4）．捺印　5）．住所
　6）．連絡先（携帯電話/PC及び携帯のメールアドレス）
　7）．会員を推薦する場合は、被推薦者の署名・捺印入り承諾書を添付
６．推薦書送付先
　　〒102-0085　千代田区六番町8　　千代田区立番町小学校内
　　　　　　　　千代田区立番町小学校同窓会　事務局　あて
７．選挙管理委員
　　坪内文生（昭和33年度）　瀬谷達郎（昭和47年度）　酒井宏和（昭和52年度）

※1．�選挙管理委員会で開票後、理事会で会長・副会長については推薦者を決定し、事務局長・事務局・経理について
は選任致します。

※2．理事会で会長・副会長推薦者を決定後、学年幹事会で選任致します。
※3．立候補者・被推薦者が定数以内の場合は、学年幹事会での選挙を省略し、立候補者全員を無投票当選とします。

以上

◎�事務局庶務は、名簿管理、会報編集、行事の準備、HP管理などさまざまな仕事をしてまいりましたが、平成24年度
から庶務の中に資料室整備、会報編集、行事の三つの委員会を設置して活動してまいりますので、お手伝い頂ける
方はぜひご応募下さい。

　上記5の必要事項1）．に、庶務の後に委員会名を書いて上記期間内にご送付下さい。

◎ご不明の点やご質問等の連絡先　　事務局　中村：080-3012-1001、bancyo-1204@t.vodafone.ne.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nakanaka@kf6.so-net.ne.jp

【会費納入のお願い】

　会報発行と会員への送付、同窓会HPの拡充やイベントの開催等、様々な事業を展開する為、平成15年度より年
会費（2,000円）を頂戴することになりました。趣旨をご理解頂き、年会費の納入をお願い致します。（収入に関す
る細則第3条により、20歳以下の会員は免除されます。）
　つきましては、会費納入用の郵便振替払込用紙をお送り致しますので、平成24年3月30日迄にお納め下さいます
ようお願い申し上げます。併せて、前年度の分の会費が未納の方は納入をお願い致します。

題　　　　字：故　内田禮江さん（昭和19年度卒）

校章デザイン：鈴木健之さん　　（昭和45年度卒）

【ベルマークについて】
☆　�ベルマーク収集にご協力下さった同窓生の皆様、有難うございました。
　　　　蔵田隆之さん、中村香織さん


